
　　　

映 画「マイ・インターン」を観た。70 歳、妻
に先立たれた元ビジネスマン（ロバート・

デ・ニーロ）が、若者ばかりの急成長企業のシニ
ア・インターンに採用され、超多忙な女性社長（ア
ン・ハサウェイ）のお世話係になる。目の付け所
良く自発的に動き、望外の成果に感謝感激される。
隣席の若手からは I T スキルを素直に教わる傍ら、
公私にわたる助言・応援をして固い絆を築く。
　夢のような舞台設定だった。自分がこんな機会
に恵まれたら、なんと幸せなことだろうと。働く
喜びの幅広さを、改めて発見した気分であった。

リ ク ル ー ト ワ ー ク ス 研 究 所 の W o r k s  
R e p o r t 2020 の特集「『働く×生き生き』

を科学する」では、1,600 人の自由記述調査から
「生き生き働く」イメージのキーワードを抽出した。
これによると、自身の強みの発揮や、やりがいと
いった仕事自体の魅力だけではなく、「出社する楽
しみ」、「無意識のうちの協力関係」、「同僚や上司
とのコミュニケーション」といった「職場」を意
識した回答も目立つ。
　加えて、「働くこと」からは少し離れるが、職場
には、仕事以外の情報交換・意見交換や、日々の
顔合わせによる心身状態の確認といった、コミュ
ニティのような効能がある。アフターファイブに
なれば、こうした効能は一段と増す。

昨 今、新型コロナウイルスとの戦いが長期化
している。私自身、以前であれば、黙って

いても飲み会などの誘いが来て、参加の返事をす
るだけで、様々な人とじっくり話を出来るのが当
たり前だった。それが最近は、出勤こそ毎日して
いるものの、職場外で実際に会う人、会話する人
が極端に少なくなり、この状況がいつまで続くの
かと思うと気が重くなる。

　リモートワークをしている S N S 友達のつぶや
きを見ても、寂しさやストレスを訴える声が増え
た気がする。「狭い家で一日パソコンに向かうのは
もう耐えられない」、「自分のスケジュールがいつ
の間にか打ち合わせで一杯」、「リモート・マネジ
メントの仕方に自信を持てない」、「得も言われぬ
孤独と不安」。とりわけ転職・転勤から日が浅い人
や、プロジェクトチームの新規メンバーなどは、
何倍も悪戦苦闘しているようだ。世の中、そんな
にタフな人ばかりではない。命令一本で社員がそ
の通り理解し行動するのにも、限界があるという
ことだ。

新 型コロナの感染拡大を契機に、リモートで
の会議・セミナーや仕事の進め方が急速に

普及したことは画期的である。リモートシステム
の使い勝手も、どんどん改善されている。
　ただし、何でもオンライン化せよという発想には、
危険なものを感じる。リアルの場で得られる満足
感には、単純な論理では説明できない、人間の本
能的な欲求が含まれていると思えるからである。
　世界で最も著名な女性ジャーナリストのナオミ・
クライン氏（カナダ）は、「非接触型テクノロジー
の拡充が、『人間をマシンに置き換える』構想を加
速させる」と警鐘を鳴らしている。因みに彼女は、
2007 年の著作「ショック・ドクトリン─惨事便
乗型資本主義の正体を暴く」で “ 米国型帝国主義 ”
を痛烈に批判したが、コロナ危機発生後の米国の
戦略を予見するにも参考になりそうだ。
　オンライン・ツールは確かに強力な新兵器であ
るが、大事なことは、リアルとオンラインを上手
に使い分けることであり、そのために各会合の意
義・目的や効果・影響などをしっかりと問い直す
ことではないだろうか。

経済コラム
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和惣菜、煮豆、佃煮などの製造・販売で、長年にわたり
評判を築いてきた佐々商店。ここのおせち料理は、
一品ごとに地域の特産物を厳選し、格調高い味わいを醸し出している。

　「あれ？これは違う！」栗きんとんを一口頂いて、口に広がる意外な甘みに、思

わず声が出た。それもその筈、種子島特産の安納芋をベースに、栗の実を炊き合

わせたペーストだったのだ。

　「素材選びがいちばん大事」と語る社長自ら、全国の産地を回り、ここ十年来、

生産者との関係構築に力を注いできた。商品開発にも余念がない。機械で大量生

産する大企業に対して、「中小企業の強みは手作業によ

る豊富なバリエーション」との思いを胸に、継承され

た食の基本を守りつつも、消費者の微妙な嗜好の変化

を捉えて、次々と新商品に仕立てている。

　今度のお正月は、海外旅行もできないし、派手

な服を着て出掛ける場面も少なそうだ。となれば、

巣ごもり消費で、おせち料理が主役となるのかも

知れない。

■株式会社　佐々商店
　大正 8 年　雑穀商として創業
　昭和 26 年　株式会社佐々商店を設立
　昭和 40 年　埼玉第一・第二工場完成
　代表取締役：佐々重雄
　〒 343-0842　越谷市蒲生旭町 3-4　TEL : 048-985-7111
    （越谷支店取引先）

⑦

おせち 4 段重

おせち料理セット「桂」

こだわりの「栗きんとん」は全て手作り
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